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庁内の防災無線室

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
３
億
４
１
２
５
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
95
億
６
３

１
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
６
月
２

日
か
ら
３
日
の
豪
雨
に
よ

る
農
地
・
農
業
用
施
設
や

林
道
等
の
災
害
復
旧
関

連
、
農
業
経
営
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
等
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

災
害
復
旧
費
の
中

の
産
廃
処
理
手
数
料
と
は

何
か
。

答

豪
雨
に
よ
る
倒
木

の
処
分
費
で
あ
る
。

問

大
又
藤
野
川
線
の

地
滑
り
の
発
生
箇
所
と
規

模
に
つ
い
て
説
明
を
。

答

町
道
の
山
腹
で
、

約
５
ｍ
ほ
ど
ず
れ
落
ち
て

い
る
。
復
旧
費
に
は
地
質

調
査
費
も
含
ん
で
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
14
億
４
８
２
９
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
国
保
税
に
お
い
て
、
還

付
金
の
不
足
が
生
じ
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

第
３
回
定
例
会

●
業
務
委
託
契
約
の
締
結

　
町
防
災
行
政
無
線
設
備

に
つ
い
て
、
整
備
年
数
の

経
過
と
共
に
更
新
の
必
要

が
生
じ
た
事
に
よ
り
、
今

回
シ
ス
テ
ム
操
作
卓
を
更

新
す
る
も
の
で
す
。

　
契
約
の
相
手
方
は
、
大

阪
市
の
沖
電
気
工
業
株
式

会
社
関
西
支
社
で
、
契
約

額
は
５
７
７
５
万
円
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
町
道
路
線
の
認
定

　
中
津
川
地
内
を
通
る
県

道
玄
子
小
松
原
線
の
バ
イ

パ
ス
ル
ー
ト
開
通
に
伴

い
、
旧
県
道
を
町
道
と
し

て
認
定
し
、
町
道
中
津
川

線
と
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
町
道
路
線
の
認
定

　
土
生
地
内
の
県
道
江
川

小
松
原
線
沿
い
か
ら
Ｊ
Ｒ

紀
勢
本
線
藤
井
踏
切
を
経

由
し
て
御
坊
市
へ
通
じ
る

道
路
に
つ
い
て
、
現
状
は

通
学
路
や
農
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
今
回
路

線
整
備
を
行
う
に
あ
た

り
、
新
た
に
町
道
と
し
て

認
定
し
、
町
道
土
生
藤
井

線
と
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

町
道
の
中
央
に
御

こ
ん
な
質
疑
を

　
　
行
い
ま
し
た

第
３
回
臨
時
会

　７月2８日に第３回臨時会が開かれ、提出のあった補正予算２件を
原案のとおり可決しました。
　９月８日から９月１４日まで第３回定例会が開かれ、業務委託契約
の締結１件、町道路線の認定２件、条例の制定１件・改正２件、補正予
算４件を全て原案のとおり可決しました。同時に提案された令和４年
度一般会計等の決算認定は、「決算特別委員会」を設置し、閉会中
に審査することになりました。
　議会からは条例の制定１件、意見書２件を提案し、すべて可決しま
した。
　また、所管の常任委員会に付託されていた請願１件は、不採択と
しました。
　一般質問は、３議員が行い、町執行部の取り組み等を問いました。
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認定された土生藤井線

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

ど
ん
な
申
請
を
対

象
に
す
る
か
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も

住
民
の
利
便
性
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問

住
民
の
利
用
に
格

差
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
虚
偽
の
申
請
も
心

配
で
は
。

答

丁
寧
で
か
つ
慎
重

な
対
応
を
し
て
い
く
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
職
員
が
行
う
対
策

業
務
に
係
る
防
疫
業
務
等

手
当
の
特
例
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

コ
ロ
ナ
は
特
例
で

あ
っ
た
が
、
２
類
相
当
の

感
染
症
の
規
程
は
他
に
あ

る
の
か
。

答

家
畜
伝
染
病
及
び

し
た
行
政
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
行
政
手
続
等
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
可
能
と
し
、
町

民
の
利
便
性
の
向
上
や
行

政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率

化
を
図
る
事
を
目
的
に
制

定
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
８
名
）

問

今
ま
で
書
面
や
対

面
で
申
請
し
て
い
た
も
の

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
行

政
の
都
合
の
良
い
運
用
に

坊
市
と
の
行
政
界
が
あ
る

が
、
整
合
性
は
ど
う
か
。

答

半
分
が
御
坊
市
の

市
道
と
な
っ
て
い
る
が
、

区
域
を
超
え
て
日
高
川
町

の
町
道
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
議
会
で
可
決
さ

れ
て
い
る
。

問

今
後
の
拡
幅
工
事

は
ど
う
す
る
の
か
。

答

日
高
川
町
側
へ
拡

幅
を
考
え
て
い
る
。

●
情
報
通
信
技
術
を
活
用

結
核
な
ど
の
作
業
手
当
が

あ
る
。

問

普
通
手
当
の
対
応

と
す
る
の
か
。

答

本
町
で
は
、
こ
の

間
特
例
に
基
づ
い
た
支
給

実
績
は
な
く
、
通
常
の
手

当
で
対
応
し
て
き
た
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　
国
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
交
付
金
の
対
象
と
な

る
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
定

め
る
通
知
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
に

関
す
る
要
件
を
緩
和
す
る

も
の
で
す
。（
賛
成
全
員
）

問

ど
う
い
っ
た
理
由

で
す
る
の
か
。

答

本
町
で
は
、
26
名

の
支
援
員
が
従
事
し
て
い

る
が
、
な
り
手
不
足
が
深

刻
で
、
現
役
世
代
の
従
事

を
促
し
た
い
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
億
５
１
０
２
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
97
億
５
７

３
４
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
主
な
内
容
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
業
費
の
減

額
、
か
わ
べ
天
文
公
園
高

圧
受
電
設
備
等
改
修
工

事
、
町
営
住
宅
契
約
解
除

等
に
係
る
費
用
、
川
辺
地

区
新
設
小
学
校
駐
車
場

（
和
佐
小
学
校
前
）
の
用

地
購
入
及
び
整
備
工
事
、

早
蘇
中
学
校
仮
設
校
舎
設

置
工
事
等
の
費
用
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
策
定
委
員
会
の

構
成
員
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

委
員
９
名
の
内
訳

と
し
て
、
議
会
議
員
の
代

表
関
係
機
関
、
各
種
団
体

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者

で
構
成
す
る
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
の
区
域
施
策
編
、
そ

れ
に
伴
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
を
今

年
度
で
定
め
て
い
く
計
画

だ
。問

戸
籍
住
基
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
の

プ
リ
ン
タ
ー
の
購
入
の
内

容
は
。

答

今
回
更
新
に
よ
り
、

４
台
を
購
入
す
る
。
財
源

は
す
べ
て
国
庫
補
助
金
で

あ
る
。

問

天
文
公
園
の
高
圧

受
電
設
備
の
改
修
工
事
費

３
千
万
円
の
説
明
を
。

答

公
園
の
全
体
整
備

計
画
の
一
環
で
、
老
朽
化

に
よ
る
更
新
だ
。

　

国
庫
支
出
金
と
し
て
、

半
額
の
１
５
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

問

早
蘇
中
学
校
仮
設

校
舎
設
置
工
事
に
つ
い

て
、
仮
設
と
い
う
か
ら
に

は
、
校
舎
の
本
体
工
事
後

は
解
体
す
る
の
か
。

答

本
校
舎
が
６
年
度
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和佐小学校バスターミナル・駐車場予定地（田部分）

中
に
完
成
す
る
と
、
７
年

度
に
は
解
体
す
る
。

問

和
佐
小
学
校
の
駐

車
場
整
備
に
つ
い
て
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
け
で
な

く
、
駐
車
場
と
し
て
の
活

用
も
考
え
て
い
る
の
か
。

答

職
員
・
一
般
用
の

駐
車
場
と
し
て
も
一
部
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
５
８
２
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
14
億
５
４
１
２
万

１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
療
養
給
付
費
等
負
担
金

の
償
還
金
等
に
よ
る
も
の

で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
６
４
万
６
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
億
９
９
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

へ
の
保
険
料
負
担
金
を
計

上
し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
５
４
９
０
万
６
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
14
億
８
６
６
２

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
返
還
金
の
発
生
に
よ
る

も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）

議
会
の
条
例
制
定

●
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
地
方
自
治
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
議
会
議
員
の

請
負
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
が
な
さ
れ
た
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　
内
容
は
、
各
会
計
年
度

に
お
い
て
、
支
払
い
を
受

け
る
請
負
の
対
価
の
総
額

が
、政
令
で
定
め
る
額（
３

０
０
万
円
）
を
超
え
な
い

場
合
、
議
員
個
人
に
よ
る

町
と
の
請
負
が
、
規
制
の

対
象
か
ら
除
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
条
例
の
概
要
は
、
議
長

へ
の
前
年
度
の
請
負
に
関

す
る
報
告
、
報
告
の
一
覧

の
作
成
及
び
公
表
、
報
告

の
保
存
及
び
閲
覧
等
、
全

５
条
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
施
行
期
日
は
、

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

で
す
。　
　
（
賛
成
全
員
）

産
建
厚
生
常
任
委
員
会

物
価
高
騰
に
見
合
う
年

金
額
引
き
上
げ
を
求
め
る

請
願
書

■
請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合

日
高
支
部

支
部
長　
橋
本　
武
人

紹
介
議
員　
原　
　
孝
文

■
委
員
会
の
意
見

現
行
の
年
金
制
度
は
、

現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の

年
金
給
付
を
賄
う
と
い
う

世
代
間
の
支
え
合
い
を
基

本
と
し
た
財
政
方
式
で
運

営
さ
れ
、
年
金
額
は
、
毎

年
物
価
や
賃
金
に
応
じ
て

改
定
さ
れ
る
。

委
員
会
で
は
、
年
金
支

給
額
の
決
定
は
、
年
金
の

給
付
水
準
を
調
整
す
る
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い

う
措
置
に
よ
り
抑
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
今
般
の
物

価
高
騰
で
年
金
受
給
者
の

生
活
は
厳
し
く
、
物
価
上

昇
及
び
生
活
実
態
に
見

合
っ
た
年
金
額
の
引
き
上

げ
を
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
価

高
騰
に
よ
る
年
金
支
給
額

の
引
き
上
げ
は
必
要
で
あ

る
が
、
常
時
物
価
上
昇
率

に
よ
る
調
整
を
行
っ
た
場

合
、
物
価
上
昇
率
の
方
が

賃
金
上
昇
率
よ
り
高
い
時

は
賃
金
上
昇
率
に
よ
り
調

整
す
る
改
定
ル
ー
ル
の
た

め
、
賃
金
が
上
が
っ
て
い

な
い
労
働
者
か
ら
徴
収
す

る
保
険
料
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
常
時
物
価
上
昇

率
に
よ
り
調
整
す
れ
ば
、

働
く
世
代
の
保
険
料
負
担

が
過
分
と
な
る
こ
と
や
財

源
の
確
保
を
懸
念
す
る
と

の
意
見
が
過
半
数
を
占

め
、
慎
重
審
議
の
上
、
採

決
の
結
果
、
本
請
願
は
賛

成
少
数
で
「
不
採
択
」
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
も
、

賛
成
少
数
で
「
不
採
択
」

と
し
た
。

請
願・陳
情
等
の
審
査
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上程議案
※全賛…全員賛成で同意・承認・可決・認定・採択
　賛多…賛成多数で同意・承認・可決・認定・採択
　賛少…賛成少数で不同意・不承認・否決・不認定・不採択
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果
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第
3
回
臨
時
会

専決処分・補正予算

（
注
）
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
。

令和５年度一般会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
3
回
定
例
会

条例の制定・改正
情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 賛多 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算
令和５年度一般会計補正予算（第４号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
業務委託契約の締結 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道路線の認定（中津川線） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道路線の認定（土生藤井線） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
物価高騰に見合う年金額引き上げを求める請願 賛少 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

発議
議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

風力発電事業に対する安全基準の創設を求める意見書の提出 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災・減災、国土強靱化等に資する
社会資本整備の推進を求める意見書の提出 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算
令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定

　決算特別委員会を設置して付託
　委員は、議長・監査委員を除く議員10名

　委 員 長：堀江才二議員
　副委員長：堀　辰雄議員

令和４年度笠松農業用水及び
公共用水管理運営特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度国民健康保険事業川上診療所特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度国民健康保険事業寒川診療所特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度川上財産区特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度寒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度水道事業会計決算の認定

第3回臨時会・第3回定例会 審議内容と議員の賛否 ○：賛成  ●：反対  欠：欠席


